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観
光
客
の
拠
点
「毎
日
大
曲
」
の
看
板

■
魃
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大由の花火"春の章 オープニンク

まるびちゃん

岩を噛んで駆け下る谷川の傍で賑やかにミズバシ∃ウが群生していた
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若木の桜が清楚に咲き揃う桜峠公園
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下r成 28年 (2016年 )8月

献田県特B」識培晨産物認証

う
ち
し

ろ
き

ん

内
城
菌
パ
ワ
ー
で

こ
だ
わ
り

の

有
機
米

『
ア
キ
タ
コ
マ
チ
』

安
全

ｏ
安
心

食
感
が
自
慢
で
す
一

ア
キ
タ
コ
マ
チ
は

今
年
も

沃

↑
じ
え
た
仙
北
平
野
で

順
調
に

育

っ
て
い
ま
す
。

＊
内
城
菌
農
法

画
期
的
な
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
内
城
菌
は
、

従
来
厄
介
者
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
食
物
、

魚
肉
、
野
菜
等
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
を
、
有
機

肥
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。
こ
れ
で

土
壌
は
生
ま
れ
変
わ
り
、
植
物
は
栄
養
分
を

吸
収
し
易
く
な
り
、
こ
こ
に
有
機
肥
料
に
よ

る

「内
城
菌
農
法
」
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

生
産
者
佐
藤
久
男
氏
の
こ
だ
わ
り
は
、
こ

の
肥
料
を
使

っ
て
生
産
す
る
安
全

・
安
心
の

有
機
米

『
ア
キ
タ
コ
マ
チ
』
で
す
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

有機米|■と

ご注文Fax番号⇒ 0187-62-5614
特別栽培こだわり米 5 kg4撻 10聴袋 25 kg袋

Э減農薬 化学月巴料不使用
(内城菌有機肥料のみ散布土壌)

3,000円

(    個)

5,000円

(    個)

11,500円

(    個)

送料ご負担分 1袋 200円 1袋 200円 1袋 400円

②減農薬 化学肥料40%使用
(内城菌有機肥料+化学肥料散布土壌)

2,300円

(    個)

3,800円

(    個)

9,000円

(    個)

送料ご負担分 1袋 200円 1袋 200円 1袋 400円

ご注文合計数 ( 個 ) ( 個 ) ( 個 )

品物十送料合計 円 円 円

ご住所⇒ 〒

お名前⇒ *新米ご予約の方は○印⇒ □

電 話⇒

◆販売量に限りがございます。売切れの節はご容赦願います。

今年も「こだわりのアキタコマチJは 、刈取り後の10月 から販売を開始します。

ただいま新米の予約ご注文も受け付けております。どうぞご用命ください。

〒014‐ 0103秋田県大仙市高関上郷字高屋敷42 生産・販売者 佐藤 久男

電指舌0187(66)1702   Fax01 8 7(62)5614
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『ふるさと大lll』 第21写

隔̈
股
嗜
』
眈
ち
迎
ぽ
ほ
旧

５
０
０
歳
野
球

来
年
か
ら
全
国
大
会

に
拡
大

少
年
野
球
発
祥
の
地

・
旧
神
岡
町

で
開
催
さ
れ
て
い
た

「
５
０
０
歳
野

球
大
会
」
は
、
来
年
か
ら
全
国
大
会

に
拡
大
す
る
と
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
７
月
９
日
、
東
京

・
四
ツ
谷
の

ホ
テ
ル
、
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
で
旧
神

岡
町
出
身
者
で
構
成
す
る
ふ
る
さ
と

会
嶽
雄
会

（斎
藤
睦
男
会
長
）
が
、

平
成
２８
年
度
総
会
を
開
催
。
こ
の
日

大
仙
市
か
ら
出
席
し
た
久
米
正
雄
副

市
長

の
、
大
仙
市

の
近
況
報
告
に

あ

っ
た
も
の
で
す
。

５
０
０
歳
野
球
は
３７
回
の
歴
史
が

あ
り
、
昨
年
の
大
会
に
は
秋
田
県
内

か
ら
１
８
４
チ
ー
ム
、
約
４
７
０
０

人
が
出
場
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
少

年

の
頃
、
小
学
校

の
校
庭
は
も
ち
ろ

ん
、
稲

の
刈
り
取
ら
れ
た
後

の
田
ん

ぼ
を
グ
ラ
ン
ド
に
し
て
、
日
が
落
ち

て
暗
く
な
る
ま
で
球
を
追

い
か
け
た

仲
間
た
ち
。

今
５０
歳
を
越
し
て
、
少
年
時
代

の

強
烈
な
思

い
出
は

「
野
球
」
と
答
え

る
人
が
如
何
に
多

い
こ
と
か
。

今
年
は
そ
の
前
哨
戦
と
し
て
７
月

‐６
日
か
ら
１８
日
ま
で
プ
レ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
青
森
、
岩
手
、
東

京
や
、
地
元
か
ら
は
大
山
ク
ラ
ブ
な

ど
合
計
１３
テ
‐
ム
が
招
待
さ
れ
、
大

曲
球
場
を
主
球
場
に
熱
戦
を
展
開
。

岩
手
県
チ
ー
ム
が
優
勝
。
地
元
大
曲

ク
ラ
ブ
は
健
闘
し
て
堂

々
３
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

首
都
圏
大
曲
貪

覇

『
ふ

る

さ

と

大

曲

』

第
２‐
号

目

　

次

国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
プ
レ
大
会

大
曲
の
花
火

「春
の
章
」
盛
大
に

『毎
日
大
曲
』
オ
ー
プ
ン
　
大
曲
の
魅
力
発
信
に
新
た
な
拠
点

エ
ツ
セ
ー
　
一退
く
て
近
い
ふ
る
さ
と
を
思
う

「中
良
野
原
と
和
田
徹
夫
先
生
」
高
階
光
義

「最
近
の
大
曲
は
面
白
い
」

辻
　
卓
也

◆

「第
７
回
　
大
曲
の
花
火
を
東
京
で
観
る
会
」
開
く

10

「
ク
大

曲

の

花

火

ク

物

語

」

大
山
商
工
〈
ム
豊祓
所
副
〈
韻

賢

木

新

悦

９

″

こ
の
夏
、
第
９０
回
全
国
花
火
競
技
大
会

（大
山
の
花
火
）

□
大
仙
市
で
活
躍
す
る
企
業
訪
問
シ
リ
ー
ズ
　
⑪

伝
統
と
品
質
で
勝
負
す
る
　
小
松
煙
火
工
業
株
式
会
社

■
今
年
も
東
京

。
有
楽
町
に
大
仙
市
が
や
っ
て
来
る

ふ
る
さ
と
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
　
２‐

ガ
ン
バ
レ
ー
　
み
ん
な
で
応
援
し
て
い
ま
す
　
２２

大
曲
の
話
題
　
２６

カ
メ
ラ
紀
行
　
春
か
ら
夏
へ
「季
節
が
巡
る
　
一異
磐
梯
を
行
く
」

表
紙
写
真
撮
影

◇ ◇

「幻
相

の
わ
が
ふ
る
さ
と
」
今
井
幸
子

５
０
０
歳
野
球
全
国
大
会
に
　
目
次

会
員
の
ひ
ろ
ば
　
朱
華
　
黒
皮
羽
生

編
集
後
記
　
２７

27 3

斎
藤
　
貞
助

‥
九

協
力
　
大
仙
市
役
所
、
斎
藤
貞
助

・
８

1620

・・・・一一一一一一一一・・・・・・　
　
・^・一一一一一一一一一一一一一

優

稀

に

食

事

議は
・よ紆

株式会社タカヤナギ
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大
山
の
花
火

「春
の
章
」
盛
大
に
！

世
界
の
花
火

県
内
外
か
上
二
万
人
の
観
光
客

日
本
の
花
火

来
年
四
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
、
大
仙

市
で
の
開
催
が
決
定
し
て
い
る

「第
１６
回
国
際
花
火

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（花
火
サ
ミ
ッ
ト
と
．
来
年
の
本
番

に
向
け
て
市
民
の
気
通
の
醸
成
を
図
り
、
市
民
が
こ

ぞ

つ
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
歓
迎
す
る
プ
レ
大
会
を
、

今
年
４
月
２９
日
、
丸
子
川
寄
り
の
雄
物
川
河
畔
を
会

場
に
、
「大
山
の
花
火

・
春
の
章
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

計
画
当
初
は
、
爛
漫
の
季
節
の
花
火
大
会
を
予
想

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
桜
の
開
花
が
早
く
、
大

会

一
週
間
前
に
終
わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
上

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
風
交
じ
り
の
雨
。
し
か
し
そ

こ
は
さ
す
が
に

″
花
火
の
ま
ち
年

雨
風
に
は
大
し

て
影
響
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
三
万
人
も
の
来
場
者

が
あ
り
ま
し
た
。
観
光
バ
ス
や
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車

も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
．

こ
の
日
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
は
三
千
発
ｃ
大
仙

市
内
の
花
火
業
者
を
初
め
、
日
本
を
代
表
す
る
２６
の

業
者
、
国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
協
会
が
置
か
れ
て

い
る
カ
ナ
ダ
か
ら
も
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

大曲の花火「春の章」最終章を飾つた特大スターマイン

20ブ 7国朧 ‐火シンポジウム・プレ大会

大仙市開催 広がる市民の期待

大曲は花火のまち。来年4月 、

大仙市で開催される「第16回 国

際花火シンポジウムJのプレ大

会が、今年4月 29日 、大曲地域

雄物川河畔を中心に行われまし

た.大会第1音Sで は講演や「花

火と観光のまちづ くりJを テー

マに討論会が行われました。

第2部の大曲の花火「春の章」

では、市内の花火業者を初め国

内外の業者により3千発の花火

がオ丁ち Lげ られました。

大曲の花火「春の章」序章 華やかなオープニングのスターマイン

大仙市内の花火業者、日本を代表する26の業者やカナダからも参カロした
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大
会
テ
ー
マ
は

「世
界
の
花
火

。
日
本
の
花
火
」
。

華
々
し
い
ス
タ
ー
マ
イ
ン
で
幕
開
け
し
、
続
く

「世

界
の
旅
」
は
、
景
ン
プ
ト
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス

ペ
イ
ン
、
ペ
ル
ー
各
国
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
花
火
で
し

た
。
ま
た
日
本
の
花
火
師
に
よ
る
尺
玉
花
火
の
競
演
、

大
仙
市
内
の
花
火
業
者
に
よ
る
日
本
の
春
や
桜
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
創
造
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
ず
れ

も
大
好
評
で
し
た
。

特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
カ
ナ
ダ
の
業
者
に
よ
る

「
カ

ナ
ダ
か
ら
愛
を
込

め

て
」

３
８
日

ｏ
臼
ａ
”
ヨ
夢

ｒ
ｏ
お
）
．
お
馴
染
み
の
ヒ
ッ
ト
曲
に
来
せ
た
１７
分

の

花
火
シ
ョ
ー
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
特
大

ス
タ
ー

マ
イ
ン
。

時
折

の
雨
の
中
、
見
守

っ
た
観
客
か
ら
盛
大
な
拍
手

と
歓
声
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

春
の
章
は

「大
山
の
花
火
」
と
し
て
は
初
の

試
み
で
し
た
。
人
７
年
は
桜
の
開
花
が
早
過
ぎ
て
、

例
年
な
ら
ば
絢
爛
の
花
の
中
で
の
花
火
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
た
は
ず
で
す
が
残
念
で
し
た
。

し
か
し
各
地
か
ら
三
万
人
も
の
人
が
訪
れ
、
寒

さ
も
加
わ

っ
た
風
雨
の
中
、
予
想
以
上
の
観
客

だ

っ
た
と
い
う
の
が
地
元
の
反
応
で
し
た
。

「
大
仙
市
花
火
産
業
構
想
」
で
は
、
花
火
の

文
化
的
価
値
を
高
め
、
そ
れ
を
継
承
し
、
広
く

示
す
拠
点
づ
く
り
を
日
指
し
て

「花
火
の
ま
ち

大
仙
」
の
印
象
付
け
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
曲
駅
と
花
火
通
り
を
結
ぶ
地
下
道
が
、
今

度
「
は
な
び
ち
か
路
（み
ち
こ
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
花
火
サ
ミ
ッ
ト
に
は
国
内

外
か
ら
大
勢
の
人
が
大
仙
市
を
訪
れ
ま
す
。
み

ん
な
で
温
か
く
お
迎
え
し
た
い
も
の
で
す
。

第一章「世界の旅」から

大曲の花火第一章「世界の旅」から。エジプト、オーストラリア、スペイン、

ベルーの4カ 国をイメージしている

カナダの花火業者による「From Canada wth Love
(カナダから愛を込めて)のヒット由に乗せて17分間

にわたる花火ショーとしての一大スペクタクル。

(写真協力 :大仙市 )

花火の文化的価値を高めて継承
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大
仙
市
大
曲
駅
前
通
り
の
目
抜
き
の
地

に
今
年
三
月
十
八
日
、
大
曲
の
魅
力
を
発

信
す
る
新
拠
点

「毎
日
大
曲
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
元
若
手
経
営
者

た
ち
‐４
人
が
設
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
会
社

「
ひ
な
び
大
曲
Ｌ
Ｌ
Ｐ
」
が
運
営
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
は
、
地
場
産
業
品
を
使

っ
て

開
発
さ
れ
た
大
曲
ら
し
い
土
産
品
の
販
売

や
、
市
民
は
勿
論
大
仙
市
を
訪
れ
る
人
々

の
憩
い
の
場
や
、
情
報
発
信
の
新
し
い
拠

点
と
し
て
広
く
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

「毎日大曲」の切り文字が鮮やか。

花火通りからも見える。

bbb■ |

上は「毎日大曲」の正面入り□。築80年、堂々たる風格に昭和の

名残を感じる。

写真左は、地方色豊かに飾られた「毎日大曲」の内部光景

=の
姿 をそのまま残した木造の上屋の内部は、

ンリと 溝ぇ、災害対策も万全な内蔵である。

大曲の魅
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
大
仙
市
の
産
物
が

ず
ら
り
と
並
ん
で
、
訪
れ
る
人
々
の
目
を

引
い
て
い
る
。
売
れ
ゆ
き
も
好
調
だ
。

改修し食料雑貨店>

ヨ大曲 "オープン

内蔵内部はゆつくりとしたレイアウト

地元産の品々が展示されて評判を呼ぶ

／
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
に
も
力

を
入
れ
る

「毎
日
大
曲
」
で

す
。
大
曲
産

の
鮭

の
燻
製

「
さ
け
ジ
ャ
ー
キ
ー
」
、
季
節

に
合
わ
せ
て
組
み
合
わ
せ

が
異
な
る
、
国
産
手
持
ち

花
火

「毎
々
花
火
」
、
「菓
子

司
つ
じ
や
」
で
４０
年
以
上
も

大
仙
市
大
曲
の
中
心
市
街
地
。

大
曲
駅
か
ら
街
を
突
き
抜
く
よ

う
に
花
火
通
り
商
店
街
が
通

っ
て

い
ま
す
。
駅
を
出
て
花
火
通
り
を

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
程
進
む
と
右
側

に
、
以
前
田
村
薬
局
が
あ

っ
た
場

所
。
そ
こ
の
内
蔵
が
こ
の
度
修
理

修
復
さ
れ
て
お
目
見
え
し
た
大
曲

の
魅
力

。
新
た
な
発
信
地

「毎
日

大
曲
」
で
す
。

こ
こ
は
昨
年
十

一
月
に
完
成
し

た

「大
山
ヒ
カ
リ
オ
」
と
花
火
通

り
商
店
街
の
ほ
ぼ
中
間
点
に
あ
り
、

新
旧
の
街
を
つ
な
ぐ
位
置
に
あ
り

ま
す
。
築
∞
年
余

の
２
階
建
て
。

延
べ
床
面
積
約
１
０
０
平
方
属
。

蔵
内
に
は
地
元
雑
貨
店

「
ミ
ン

カ
」
が
入
居
し
、
食
器
や
生
活
雑

貨
、
家
具
、
特
産
品
な
ど
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
蔵
を
囲
む

よ
う
に
物
販
コ
ー
ナ
ー
や
絵
本
ス

ペ
ー
ス
、
奥
に
は
休
憩
ス
ペ
ー
ス

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
＼
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前
に
作

っ
て
い
た
商
品

の
復
刻

版

「
は
な
ま
る
カ
ス
テ
ラ
」
な
ど

を
ラ
イ
ン
ア
ツ
プ
。
秋
田
清
酒
の

純
米
吟
醸
酒

「
人
丸

６
と
ま
う
」

と
甘
酒

「小
丸

〓

い
ま
乙
」
は
、

持
ち
帰
り
用
の
ほ
か
、
店
内
の
飲

食
ブ
ー
ス
で
飲
む
こ
と
も
出
来
ま

す
。
か
つ
て
駅
前
に
露
店
が
並
び

市
民
に
人
気
だ

っ
た
「大
学
い
も
」

を
は
じ
め

「焼
き
三
杯
も
ち
」
「大

山
納
豆
汁
」
な
ど
が
、
店
内
で
味

わ
う
こ
と
も
出
来
人
気
を
呼
ん
で

い
ま
す
。

「毎
日
大
曲
」
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
設
置
し
た
交
流
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
に
は

親
子
で
訪
れ
て
楽
し
く
読
ん
で
い

る
微
笑
ま
し
い
光
景
を
見
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

お
客
様
の
半
数
以
上
が

大
仙
市
外
や
県
外
か
ら

三
月
十
八
日
の

「
毎
日
大
山
」

オ
ー
プ
ン
以
来
、
数
週
間
は
来
場

者
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
し
か

も
そ
の
半
数
以
上
は
市
外

・
県
外

か
ら
の
お
客
様
で
し
た
。
秋
田
市
、

県
南
の
各
市
、
県
外
で
は
盛
岡
や

山
形
県
の
お
客
様
も
日
立
ち
ま
し

た
。
遠
く
は
仙
台
か
ら
も
。
【最

近
の
大
曲
は
面
白

い
】
と
、
知
人
・

友
人
に
発
信
す
る
動
き
も
徐
々
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。

『あ、るさと大曲』第21号

内蔵の内部壁面には絵本も揃えられた。親子連れで訪れて

絵本を読み聞かせる微笑ましい光景も垣間見られる。

県内の若手工芸・木工作家の作品が並ぶ店内

魃

一

トタンで囲つた往生

白壁が映えてどつL

<内蔵

`` 415FI

な
び

２
５
Ｌ
Ｐ
」が
運
営

新
ス
ボ
ッ
ト

【解
説
】
「
ひ
な
び
大
曲
Ｌ
Ｌ
Ｐ
」

大
曲
の
商
店
主
、
若
手
経
営
者
達
の
出
資

で
設
立

（辻
卓
也
代
表
）
。
「ひ
な
び
」
は

「
田
舎
ら
し
い
」
の
意
味
。
商
品
開
発
に

は
大
曲
の
素
朴
さ
を
残
し
な
が
ら
素
材
の

新
た
な
見
せ
方
や
売
り
方
を
追
求
す
る
。

将
来
は
大
曲
を
舞
台
に
し
た
映
画
製
作
が

目
的
。
「毎
日
大
曲
」
の
開
業
も
そ
の
た

め
の
足
が
か
り
と
い
う
。

焙
煎
麹
チ
ャ
イ

は
な
ま
る
カ
ス
テ
ラ

軽食もできる交流スペースでは、地元産食材による様々なメニユーが並ぶ。糖蜜の素朴な

味が懐かしい「大学いも」(300円 )」 、スイーツ、大曲納豆汁、秋田清酒「刈穂」の甘酒

「小丸」を牛乳で害」つた「ミルク割り」(300円)等など。

〒014-1201 秋田県仙北市田沢湖生内字黒湯沢2-1

TEL 0187-46-2214 FAX 0187-46-2280

HP  http:′/v「urw kuroyu colll

二 湯 浸 象

多し須温泉郷

Jr大 曲商工会議所
会頭 佐々木 繁治

〒014-0027 秋田県大仙市大曲通町1-13
TEL 0187-62-1262 FAX 0187-62-1265
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◇
エ
ツ
セ
ー

遠
く
て
近
い

浅
黄
色
か
ら
黄
金
色

へ
少

し
ず

つ
濃
さ
を
増
し
出
し
た

稲
田
の
上
を
、
爽
秋

の
風
が

渡

っ
て
い
き
ま
す
。
も
う
す

ぐ
大
山

の
花
火
。
雄
物
川
の

土
手

で
は
大
人
た
ち
が
、
花

火
見
物

の
桟
敷
作
り
に
大
忙

し
。
東
山

の
頂
上
付
近
に
大

き
な
入
道
雲
が
顔
を
出
し
た

夏
休
み
の
昼
一下
が
り
。
子
供

た
ち
は
宿
題
の
写
生
に
夢
中
．

中
良
野
原
と

和
田
徹
夫
先
生

高

階

光

義

（首
都
圏
大
曲
会
会
員
）

大
曲
中
学
校
を
昭
和
３０
年
に
卒

業
し
て
６‐
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。

私
の
実
家
は
大
曲
の
上
栄
町
に

あ
り
、
小
学
校
は
日
と
鼻
の
距
離

で
賑
や
か
だ

っ
た
が
、
当
時
中
学

校
は
町
は
ず
れ
の
中
良
野
の
地
に

ポ
ツ
ン
と
建

っ
て
い
た
。
大
曲
高

校
の
通
り
に
あ

っ
た
堀
内
製
材
所

の
脇
か
ら
、
真

っ
直
ぐ
伸
び
る

一

本
の
農
道
が
通
学
路
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
先
は
民
家
も
な
く
、

周
り
は

一
面
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て

い
て
、
そ
の
彼
方
に
東
山
を
背
景

に
し
た
校
舎
が
目
に
入
る
。
春
夏

秋
冬
巡
り
く
る
大
自
然
の
変
化
と

と
も
に
育
ち
、
通
学
し
た
中
良
野

校
舎
の
光
景
は
、
今
も
懐
か
し
く

想
い
だ
さ
れ
る
。

◇

農
道
に
沿

っ
た
セ
ギ

（農
業
用

水
路
）
に
は
、
ツ
ブ
、
ど
じ
ょ
う
、

ザ

ッ
コ
が
生
息
し
て
い
た
か
ら
、

夏
場
は
み
ん
な
泥
ん
こ
に
な

っ
て

捕

っ
た
も
の
だ
。
稲
刈
り
の
頃
に

な
る
と
、
赤
ト
ン
ボ
の
大
群
が
飛

ぶ
な
か
、
飛
び
交
う

ハ
ッ
タ
ギ
を

捕
ま
え
て
、
ビ
ン
の
中
に
捕
獲
し

た
。
吹
雪
の
日
は
遮
る
も
の
が
何

も
な
い
の
で
、
マ
ン
ト
を
頭
か
ら

ス
ッ
ポ
リ
被
り
、
小
さ
な
隙
間
か

ら
前
を
覗
い
て
、
ひ
た
す
ら
学
校

を
目
指
し
て
歩

い
た
も
の
だ
。

春
先
の
冷
え
込
ん
だ
朝
、
堅
雪

渡
り
は
楽
し
か

っ
た
。
雪
原
の
ど

こ
を
歩

い
て
も
ぬ
か
る
こ
と
は
な

い
の
で
、
こ
の
日
だ
け
は
思
い
思

い
横
に
広
が

っ
て
登
校
が
で
き
、

そ
れ
だ
け
で
ウ
キ
ウ
キ
し
た
気
分

に
な
る
も
の
だ

っ
た
。

◇

時
は
過
ぎ
て
平
成
５
年
５
月
、

中
学
校
の
担
任

（歯
車
ル
ー
ム
）

だ

っ
た
恩
師
和
田
徹
夫
先
生
宅
を

訪
問
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
月
は

先
生
の
古
稀
の
誕
生
月
に
当
た

っ

て
い
た
が
、
先
生
は
お
元
気
で
、

毎
日
、
趣
味
の
絵
を
描
い
て
い
る

と

い
う
。
見
せ
て
い
た
だ

い
た
。

何
枚
か
の
中
で

「
散
ら
ば

・
桜
」

と
題
し
た
そ
の
絵
は
、
当
時
通

っ

て
い
た
懐
か
し
い
中
良
野
の
風
景

を
思
い
浮
か
べ
て
描
い
た
と
お

っ

し
ゃ
る
。
じ

っ
と
見
て
い
る
と
、

走
馬
燈
の
よ
う
に
昔
日
を
彿
彿
さ

せ
て
く
れ
る
絵
で
あ

っ
た
。

思
わ
ず
口
を

つ
い
た

「
先
生
、

こ
の
絵
頂
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と

い
う
私
の
願

い
に
、
「
人
様
に

あ
げ
る
よ
う
な
絵
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
仕
方
な
い
で
す
ね
」
と
言

っ

て
く
だ
さ

つ
た
。
私
は
大
切
に
胸

に
抱
い
て
帰

っ
た
の
だ

っ
た
。

◇

あ
れ
か
ら
２３
年
に
な
る
。
わ
が

家
の
居
間
に
は
今
も
戴
い
た
絵
が

飾
ら
れ
て
い
て
、
あ
の
頃
の
ふ
る

さ
と
を
思

い
出
さ
せ
る
お
宝
と

な

っ
た
。
和
田
先
生
は
平
成
２４
年

５
月
、

８９
歳

で
お
亡
く
な
り
に

な

っ
た
。
訪
問
す
る
た
び
大
歓
迎

し
て
く
だ
さ

っ
た
先
生
の
笑
顔
が

今
も
目
に
浮
か
ぶ
。
そ
の
年
の
秋
、

弔
間
に
際
し
て
私
は
、
生
前
賜

っ

た
ご
恩
に
感
謝
し
、
仏
前
に
次
の

詩
を
捧
げ
た
の
で
あ
る
。

今
は
奈

（な
）
き
　
中
良
野
原
の

我
が
校
舎

恩
師
の
音
声

（お
ん
じ
ょ
う
）

耳
柔

（じ
だ
）
に
残
り
て
、

安
ら
か
に
　
眠
る
が
ご
と
く

天
国

ヘ

父
母
の
御
胸
に
　
深
く
抱
か
れ
、

未
来
世

（み
ら
い
せ
）
も
　
我
ら

の
担
任
　
必
ず
や
　
工凶
車
ル
ー
ム

の
　
教
え
子
集
ひ
て
　
　
合
掌

和
田
徹
夫
先
生
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
え
か
し
な

み
つ

よ
し
　
千
葉
市
稲
毛
区
在
住
）

最
近
の
大
曲
は面

白
い
！

辻
　
　
卓
　
也

（ひ
な
び
大
曲
Ｌ
Ｌ
Ｐ
代
表
）

首
都
圏
大
曲
会

の
み
な
さ
ま
に

は
、
日
頃
か
ら
私
た
ち

の
活
動

へ

温
か
い
エ
ー
ル
を
賜
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
花
火
通
り

商
店
街
や
土
屋
舘
衆
、
大
山
納
豆

汁
、
花
火
ウ
イ
ー
ク
な
ど
大
曲
の

若
手
が
取
り
組
む
様
々
な
活
動
を

『
ふ
る
さ
と
大
曲
』
で
取
り
上
げ

て
頂
き
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
次

な
る
ス
テ
ッ
プ

【大
曲
の
映
画
】

制
作
に
挑
戦
を
始
め
て
い
ま
す
。

大
仙
市
が
全
国
に
誇
る

「大
曲

Oは、卒業後久しぶりに和田

先生のアトリエを訪ねた高階

光義さん。和田先生は高階さ

んたちのクラス担任で社会科

教師だつた。教え子の来訪を

先生は肩を抱いて喜んでくれ

た。0は、大曲郊外の中良野

原に建つ往年の大曲中学校。

現在は秋田県立大曲工業高校

が建つている。当時は文字通

リー面が田圃。稲穂の波に飲

み込まれそうな地域だつた
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『ふるさと大曲』第21号

大山来街者と住民交流の場 一「毎日大曲」

の
花
火
」
は
、
周
り
が
羨
む
ほ
ど

魅
力
的
か

つ
最
強

の
ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
と
、
集
客
力
を
持
ち
ま
す
。

花
火
の
町
と
し
て
歴
史

。
文
化

・

産
業
に
よ
り

一
層
の
磨
き
を
か
け

る
た
め
に
、
官
民
挙
げ
た
花
火
産

業
構
想
が
進
行
中
で
す
。　
一
方
で

花
火
大
会
以
外
に
も
地
域
の
魅
力

を
発
信
し
、
日
常
の
来
訪
者
を
増

や
す
取
り
組
み
も
重
要
で
す
。

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
重
ね
て
き
た

様
々
な
事
業
を
集
結
し
、
さ
ら
に

効
果
的
に
市
外
・県
外

へ
発
信
し
、

末
街
者
と
大
曲
フ
ァ
ン
を
増
や
す

こ
と
を
目
的
に
、
花
火
以
外
に
も

誇
れ
る
地
元
の
魅
力

【ヒ
ト

・
コ

ト

・
モ
ノ

・
バ
シ
ョ
】
を
今
の
大

山
の
映
像
に
写
し
込
み
、
多
く
の

人
に
観
て
も
ら
え
る
映
画
を
制
作

し
て
、
全
国
公
開
を
し
た
い
と
考

え
ま
し
た
。

大
曲
の
何
を
、
誰
に
、
ど
の
よ

う
に
見
せ
る
か
を
吟
味
し
な
が

ら
、
ま
ず
は
魅
力
的
な
舞
台
を
創

る
た
め
に
、
今
春
大
曲
駅
前
で
築

八
十
年
の
内
蔵
（田
村
薬
局
所
有
）

を
改
装
し
た
土
産

・
雑
貨
店

【毎

日
大
曲
】
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
単
な
る
物
販
施
設
で
は
な

く
、
末
街
者
と
住
民
が
交
流
し
、

情
報
発
信
で
き
る
場
所
で
す
。
花

火
が
大
曲
の

「
ハ
レ
の
舞
台
」
で

あ
る

一
方
、
日
々
、
日
常
の
暮
ら

し

「
ケ
」
の
豊
か
さ

。
素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
る
場
所
で
あ
り
た
い
。

と
い
う
こ
と
か
ら
、
毎
日
来
た
く

な
る
場
所
に
な
る
よ
う

「毎
日
大

曲
」
と
名
付
け
た
所
以
で
す
。

オ
ー
プ
ン
す
る
と
、
ク
チ
コ
ミ

や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
介
し
て
、

若
い
女
性
を
中
心
に
市
外

・
県
外

か
ら
来
店
者
が
増
え
て
お
り
ま

す
。
大
曲
が
面
白

い
と
い
う
雰
囲

気
や
空
気
が
徐
々
に
周
辺
地
域
に

伝
搬
し
始
め
、
最
近
は
大
曲
駅
前

に
カ
フ
ェ
や
ア
パ
レ
ル
、
飲
食
店

な
ど
の
新
し
い
店
舗
を
構
え
る
若

い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
場
所
づ
く
り
だ
け
で
な

く
、
映
画
に
写
し
込
む
こ
と
で
拡

販
に

つ
な
げ
る
新
し

い
お
土
産

品

「毎
日
大
曲
ブ
ラ
ン
ド
」
の
商

品
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
当
地
に
も
と
も
と
あ

っ
た
素

材
を
、
魅
力
あ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や

仕
様
に
仕
立
て
直
し
た
品
々
は
、

お
土
産
や
贈
答
品
と
し
て
、
県
外

へ
も
胸
を
張

っ
て
贈
れ
る
と
好
評

で
す
。

大
曲
に
地
縁
血
縁
の
あ
る
全
国

の
み
な
さ
ん
が
、
で
」
の
映
画
を

見
れ
ば
わ
が
地
元
の
素
晴
ら
し
さ

が
分
か
る
」
と
周
り
に
誇
り
、
薦

め
ら
れ
る
今
の
大
曲
の
魅
力
を
詰

め
込
ん
だ
映
画
を
作
り
た
い
。
ま

た
映
画
を
見
た
人

々
が
大
曲

ヘ

行

っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
く
れ
る

映
画
を
作
り
た
い
。

映
画
制
作
に
は
大
変
な
賃
金
と

労
力
が
必
要
で
す
。
簡
単
に
出
来

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
首
都

圏
大
曲
会
の
み
な
さ
ま
に
も
ぜ
ひ

応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
は
大
曲

へ
帰
郷
の
際

に
は
、
大
曲
駅
前
の

【毎
日
大
曲
】

へ
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
つ
じ
　
た
く
や
　
大
仙
市
大
曲
在
住

「土
屋
館
通
信
」
主
宰
者
）

幻
相

のわ
が
ふ
る
さ
と

今

井

幸

子

（首
都
圏
大
曲
会
会
員
）

ふ
る
さ
と
を
思
う
心
も
年
齢
と

共
に
変
化
し
て
来
る
も

の
の
よ
う

で
す
。
東
京
に
出
て
来
て
早
く
も

半
世
紀
。
そ
の
頃
の
私
の
頭
の
中

は
、
ふ
る
さ
と
恋
し
さ
で

一
杯
で

し
た
。

や
が
て
東
京
に
住
み
慣
れ
て
く

る
と
文
字
通
り
住
め
ば
都
と
な

っ

て
、
ふ
る
さ
と
は
少
し
ず

つ
私
か

ら
離
れ
て
小
さ
く
な

っ
て
行
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
東
京
と

い
う
都
会

が
、
大
き
く
絶
え
間
な
く
動

い
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と

も
多
く

の
人
と
の
人
間
関
係
が
複

雑
に
広
が
り
、

つ
い
ふ
る
さ
と

ヘ

の
想

い
を
綴

る
時
間
も
希

薄

に

な

っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

や
が
て
時
が
変
わ
り
、
ふ
る
さ

と
も
動
き
だ
し
ま
し
た
。

私
が
東
京
に
来
た
頃
は
、
大
曲

駅
か
ら
上
野
ま
で
十
二
時
間
余

の

汽
車

の
旅

で
し
た
。
次
第

に

ス

ピ
ー
ド

ア
ツ
プ
が
図
ら
れ
、
「
特

急

つ
ば
さ
」
が
走
り
出
し
、
上
野

ま
で
の
乗
車
時
間
は
八
時
間
に
短

縮
さ
れ
て
喜
ん
だ
も

の
で
す
。
な

ん
だ
か
ふ
る
さ
と
が
近
く
に
感
じ

ら
れ
た
の
も
こ
の
頃
の
こ
と
で
す
。

そ
う

い
う
感
覚

の
変
化
す
る
中

で
ふ
る
さ
と

の
姿
も
変
わ
り
ま
し

た
。
た
ま
に
帰
る
と
、
子
供

の
頃

に
通

っ
て
い
た
曲
が
り
く
ね

っ
た

砂
利
道
も
真
直
ぐ

に
改
修

さ
れ

て
、
す

っ
か
り
舗
装
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
夏
が
来
る
と
み
ん
な
と

一

緒
に
泳

い
だ
川
は
姿
を
消
し
、
護

岸
工
事

が
な
さ
れ

「
水
泳
禁
止
」

の
立
札
が
立

っ
て
い
ま
し
た
。

初
夏
に
は
「
よ
し
き
り
」
が
ギ
ャ

ギ
ャ
ッ
　
ギ
ャ
ギ
ャ
ッ
と
晴

い
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
声
も
聞
か
れ

な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
夏
に
は

木
陰
を

つ
く

っ
て
く
れ
た
林
も
田

回
に
変
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
田
植

え
時
、
カ
ッ
コ
ー
の
う
る
さ
過
ぎ

る
ほ
ど
の
喘
き
声
、
ス
カ
ン
ポ
に

塩
を

つ
け
て
食
べ
る
と
初
夏

の
味

が
し
た
あ
の
頃
。

辛
く
長

い
戦
争

は
終

わ

っ
て

も
、
甘
い
お
菓
子
な
ど
は
な
い
時

代
、
子
供
た
ち
は
生
き
る
こ
と
に

退
し
か
つ
た
。
秋
は
イ
ナ
ゴ
が
幾

ら
で
も
捕
れ
て
そ
れ
は
佃
煮
に
。

イ
ナ
ゴ
は
今
で
は
す

っ
か
り
貴
重

品
に
な
り
ま
し
た
。
語
り
出
せ
ば

尽
き
ま
せ
ん
。

今
の
私
は
傘
寿
も
過
ぎ
、
病
を

持
て
ば
、
ふ
る
さ
と
に
も
お
い
そ

れ
と
帰
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
に
も
子
供
の
時
か
ら

懐
か
し
く
、
生
き
る
力

（勇
気
）

を
与
え
て
く
れ
る
景
色
が
あ
り
ま

す
。
生
ま
れ
在
所
の
高
関
か
ら
見

え
る
東
山

（奥
羽
山
脈
）
と
西
山

（出
羽
丘
陵
）
で
す
。
私
の
ふ
る

さ
と
は
、
こ
の
二
つ
の
山
並
み
が

向
か
い
合
う
絶
好
の
場
所
に
位
置

し
て
い
ま
し
た
。
子
供
の
頃
か
ら

四
季
折
々
の
風
景
が
今
も
変
わ
ら

ず
、
し

っ
か
り
私
の
脳
裏
に
焼
き

付
い
て
い
る
の
で
す
。

町
や
住
ま
い
の
様
子
は
変
わ

っ

て
も
、
東
山
の
頂
き
か
ら
、
輝
く

太
陽
が
昇
り
、
や
が
て
西
山
の
頂

き
を
真

っ
赤
に
染
め
て
沈
ん
で
行

く
あ
の
光
景
こ
そ
が
、
現
在
の
私

の
幻
相
で
す
。
あ
の
景
色
、
光
景

が
年
齢
と
と
も
に
鮮
明
に
心
に
焼

き
付
い
て
、
そ
れ
は
決
し
て
消
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
私
の
ふ
る
さ
と

・
当
時

の
四
ツ
屋
村
高
関
で
す
。

（い
ま
い
　
さ
ち
こ
　
東
京
都
江
戸
川
区
江
戸
川
在
住
）

-9-
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「大
曲
の
花
火
を
観
る
会
」

△
ム
場
は

部
屋
の
前
を
通
る
人
の
目
を
引
い
た

首
都
圏
大
山
会

の
幹
事
会
で
の

話
。
ク
大
曲

の
花
火
ク
に
は
仕
事

が
忙
し
く
て
な
か
な
か
帰
れ
な

い

と
嘆

い
て

い
る
人

に
遇

い
ま
し

た
。
そ
う
か
、
そ
れ
な
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
も

い
い
か
ら
花
火
を
観
る
会
を

や
る
か
と
話
し
は
と
ん
と
ん
拍
子

に
決
ま
り
、
あ
れ
か
ら
七
年
が
経

ち
ま
し
た
。
折
角
だ
か
ら
花
火
を

観
て
、
そ
の
後
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会

に
し
よ
う
と
。
（以
下

「
花
火
を

観
る
会
し

今
年
の

「花
火
を
観
る
会
」
は

二
月
二
十
日

（土
）
午
後

一
時
か

りヽ
、
東
一示
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
合
司

●
は
、
大
仙
市
の
近
況
を
話
す

高
橋
正
人
課
長
、
●
は
、
乾
杯

の
発
声
を
す
る
佐
々
木
翔
主
事

会
は
大
友
律
子
副
会
長
。

少
し
で
も
本
番
の
花
火
の
雰
囲

気
に
似
せ
よ
う
と
、
花
火
弁
当
を

‐∃

　
と

で観る会」開く

第 7回

ふ3ご 偲ぶ
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久しぶりに旧交を温める同級生たちか「都わすれ」の佐藤京子女将もにこやかに

誂
え
、
お
酒
は
わ
ざ
わ
ざ
大
曲
の

お
店
か
ら
大
仙
市
産
の
銘
酒
を
取

り
寄
せ
る
手
際
の
良
さ
。

つ
い
で

に
い
ぶ
リ
ガ

ツ
コ
も
仕
入
れ
て
、

雰
囲
気
は
ほ
と
ん
ど
雄
物
川
河
畔

で
す
。
毎
回
四
十
名
を
越
し
た
り

不
足
し
た
り
の
参
加
者
で
す
が
、

今
年
は
出
足
か
ら
好
調
で
、
映
像

が
始
ま
る
こ
ろ
は
、
会
員
で
は
な

い
が

一
度
大
山

の
花
火
を
観
た

か
っ
た
な
ど
と
い
う
人
な
ど
も
交

え
て
、
六
十
名
を
越
す
勢
い
で
参

加
者
は
増
え
て
行
き
ま
し
た
。

こ
の
行
事
に
は
大
仙
市
か
ら
、

栗
林
市
長
の
ご
理
解
の
も
と
に
、

企
画
部
ま
ち
づ
く
り
課
の
高
橋
正

人
課
長
と
佐

々
木
翔
主
事
が
出

席
．
多
く
の
参
加
者
に
接
し
て
頂

き
ま
し
た
。
大
釜
会
長
の
歓
迎
の

挨
拶
に
続
き
、
高
橋
課
長
か
ら
、

大
曲
ヒ
カ
リ
オ
完
成
後
の
活
性
化

さ
れ
た
街
の
状
況
や
、
来
年
４
月

に
開
催
さ
れ
る
花
火
サ
ミ
ッ
ト
等

に
触
れ
た
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
佐
々
木
主
事
の
乾
杯
の
発
声

で
第
七
回
大
山
の
花
火
を
東
京
で自分の歌声にうっとりする 。・

観
る
会
の
諸
行
事
は
賑
や
か
に
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
東
京
中
良
野
会

（昭
和

‐４
年
生
、
大
山
中
卒
）
の
高
階
光

義
さ
ん
編
集
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「懐

か
し
の
大
山
」
を
発
表
し
て
頂
き

大
好
評
で
し
た
。
（別
掲
）

花
火
弁
当
を
つ
ま
み
、
秋
田
銘

酒
で
胃
の
腑
を
満
足
さ
せ
、
花
火

映
像
は
誰
も
が
見
る
と
も
な
く

し

っ
か
り
観
て
い
て
、
予
定
の

一

時
間
は
瞬
く
間
に
終
わ

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
続
い
て
の
カ
ラ
オ
ケ

も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
士〃
自
慢
、

の
ど
自
慢
の
人
は
切
れ
る
こ
と
な

く
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
の
司
会
築
地

副
会
長
の
調
子
に
乗
せ
ら
れ
、
大

い
に
歌
い
ま
く
り
ま
し
た
。

ひ
で
よ
豪
鷺
磯
藤爾
驚一り
上

お
酒
を
注
ぐ
時
に
聞
こ
え”夕
〓
こぼ
」
疇
爆

と
い
う
音
も
、
よ
り

一
鱗
お
酒
を
お
い
し

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
軽
快
な
国
当
た
り

と
爽
快
感
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

木
成
年
者
の
方
に
は
お
鴻
を
お
販
売
し
ま
せ
ん
。

条
黎
）

炒
厄
疇 欝賓撃驚驚t驚護選



「懐
か
し
の
大
曲
」
（Ｄ
ｖ
２
大
好
評

高
階
光
義
さ
ん
特
別
提
供
の
映
像

「花
火
を
観
る
会
」
で
高
階
光
義
さ
ん
制
作
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「懐
か
し
の

大
曲
」
は
す

っ
か
り
お
馴
染
み
に
な
り
ま
し
た
。
生
ま
れ
育

っ
た
大
山

を
収
録
し
た
映
像
を
見
て
、
そ
の
懐
か
し
さ
に
心
が
打
た
れ
る
の
で
す
。

今
回
高
階
さ
ん
は
、
諏
訪
神
社

の

「大
綱
引
き
」
に
加
え
て
、
明

治
の
初
め
に
諏
訪
神
社
境
内
に
移

さ
れ
た
愛
宕
神
社
の

「
鳥
子
舞
」

を
取
材
し
編
集
し
ま
し
た
。
そ
れ

と
と
も
に
黒
皮
羽
生
さ
ん

（首
都

圏
大
曲
会
幹
事
）
作
詞
の

「
お
お

ま
が
り
慕
情
」
に
合
わ
せ
、
大
曲

首
都
圏
大
曲
会
の
仲
間
は
み
ん

な
唄
上
手
。
明
る
い
声
、
渋
い

声
で
し
み
じ
み
歌
え
ば
、
誰
れ

も
が
静
か
に
聞
き
ほ
れ
る

「“大山の花火"を東京ロ

みんなでカラオケ七楽しa

を
抒
情
的
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「大
綱
引
き
」
「鳥
子
舞
」
と
も

に
大
曲
の
伝
統
的
な
行
事
と
し
て

「おおまがり慕情」では懐かしい

丸子川の景色が映し出された

『ふるさと大曲』第21号

―- 11-―

首都圏大曲会主催

大綱引きは大変な人混み中で行われる鳥子舞は大曲の市神様(愛宕神社)の祭事

広
く
知
ら
れ
る
お
祭
り
で
す
。
特

に

「鳥
子
舞
」
は
、
大
曲
の
市
神

様
の
祭
事
と
し
て
行
わ
れ
て
来
た

も
の
だ
け
に
、
そ
れ
だ
け
多
く
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
歳

を
と
る
に
つ
れ
て
大
曲
に
も
帰
れ

な
く
な

っ
て
来
た
の
で
、
夏
の
総

会
で
も
大
山
の
光
景
を
収
録
し
た

映
像
を
映
し
て
欲
し
い
と
、
事
務

局
に
は
古
い
会
員
か
ら
の
希
望
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

旬の秋田が高輪に。
Dining&Shopping

‐ た未aヲ
館

京急本線品川駅 」R品川駅 高輪口 徒歩3分

東京都港区高輪4丁目108
ウィング高輪WEST―Ш l階

TEL 03-5447-1010 http://www akita― bisalkan ip/

「お料理」と「おもてなし」が好評です

グランドパレス川端 プライダルハウス『フォレスト』

山 の 手 ホ テ ル 葬祭千の川『沙 羅』

フ ォ ー シ ー ズ ン 葬祭千の川『顕 彰 庵』

グランドバレス川端グループ
大仙市大曲浜町7…3900187… 62日 0354
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大
会
で
も
っ
と
も
人
気
の
あ
る
大
会
提
供
花
火
。

昨
年
の
大
会
の
テ
ー
マ
は
「あ
さ
き
ゆ
め
み
し
」

源
氏
物
語
の
主
人
公

・
光
源
氏
の
栄
華
と
苦
悩

を
表
現
し
た

■●■■111il1111:●
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毎
年
、
梅
雨
の
季
節
を
迎
え
る

今
頃
は
、
夏
の
大
会
に
向
け
て
準

備
が
最
終
段
階
に
入
る
時
期
で
す

が
、
平
成
２６
年
３
月
、
大
曲
商
工

会
議
所
と
大
仙
市
、
大
仙
市
商
工

会
と
で
立
ち
上
げ
た

「花
火
産
業

構
想
」
に
基
づ
い
て
様
々
な
取
り

組
み
が
始
ま
り
、
今
年
は
格
別
に

忙
し
い
日
々
で
す
。

新
し
く
大
仙
市
に
建
築
さ
れ
る

花
火
製
造
会
社
、
「株
式
会
社
花
火

創
造
企
業
」
の
工
場
は
、
大
川
西

根
の
中
沢
工
業
団
地
に
造
成
中
で

す
。ま

も
な
く
工
場
の
建
築
に
取
り

か
か
り
ま
す
が
、
早
々
と
来
年
の

４
月
に
は
操
業
開
始
と
な
り
ま
す
。

秋
の
章
の
テ
ー
マ
は

「あ
お
の
も
の
が
た
り
」

昨
年
か
ら

「
大
曲
の
花
火

・
秋

の
章
」
と
し
て
１０
月
の
第
二
土
曜

日
に
開
催
し
、
３
年
目
の
今
年
１０

]滝かモる

活気づく花火産業構想
伝粥:大山の花火文化を継承

来年は国際花火シンポジウムを開催

第88回大会で内閣総理大臣賞に輝いた茨城県の

野村花火工業提供の特別プログラム「光の彼方へ」

賢木新悦さん



月
８
日
、
テ
ー
マ

「
あ
お
の
も
の

が
た
り
」
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

鮮
や
か
な
秋
田
の
紅
葉
を
見
て
、

夜
に
は
大
山
の
花
火
を
楽
し
む
観

光
客
が
増
え
て
い
ま
す
。

冬
の
章
は
こ
れ
ま
で
の

「新
作
花
火
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

「大
曲
の
花
火

・
冬
の
章
」
は
、

従
来
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
山
花
火
倶
楽
部
で

開
催
し
て
き
ま
し
た

「新
作
花
火

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
、
そ
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

冬
に
開
催
し
て
い
た

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

」

は

、

回
日
の
開
催
を

迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
全

国
の
若
手
花
火

師
が
、
斬
新
な

ア
イ
デ
ア
の
花

火
で
競

い
合
う

将
来
性
楽
し
み

な
夢

の
あ
る
大

会
で
す
。

春
の
章
　
花
火
サ
ミ
ッ
ト
を

来
年
に
控
え
　
プ
レ
大
会

「新
作
花
火

今
年
第
２５

花
火
ブ
ラ
ン
ド
活
用
の
観
光
や
商
品
開
発第89回大会で内閣総理大臣賞を受賞したイケブン(静岡)の作品

「宇宙誕生 !ビ ッグバン現象と華麗なる星々」

「
大
山

の
花
火

・
春

の
章
」
は
、

４
月
２９
日
の
国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
来
年
に
控
え
プ
レ
大
会
と

し
て
桜

の
開
花
に
合
わ
せ
て
開
催

し
ま
し
た
。

一日
際
花
火
シ
ン
ボ
ツ
一ウ
●
一

シ
ド
ニ
ー
、
ビ
ル
バ
オ
に

競
り
勝
ち
大
仙
市
に
決
定

さ
て
、
第
１６
回
国
際
花
火
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
昨
年
、
フ
ラ
ン
ス

・

ボ
ル
ド
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
１５
回

大
会
で
決
定
し
ま
し
た
。
大
曲
か

ら
は
栗
林
市
長
、
橋
村
議
長
、
佐
々

木
大
山
商
工
会
議
所
会
頭
始
め
２５

名
が
参
加
。
Ｐ
Ｒ
活
動
、
最
終
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
終
え
大

曲
開
催
が
決
定
。
最
後
ま
で
予
断

を
許
さ
な
い
接
戦
で
し
た
が
、
ラ

イ
バ
ル
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ

ド
ニ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
の
ビ
ル
バ
オ

に
競
り
勝
ち
決
ま
り
ま
し
た
。
勝

因
は
、
素
晴
し
い
日
本
の
花
火
の

評
価
と
９０
年
に
亘

っ
て
競
技
大

会
を
運
営
し
て
い
る
組
織
力
が

しつとりと「あさきゆめみし」扇の形がE日象的

『ふるさと大山』第21号
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千紫万紅 華乱舞 その下をナイアガラ

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
か
ら
４０

近
く

の
国
の
花
火
研
究
者
や
花
火

部
品

の
製
造
会
社
、
花
火
師
、
約

５
０
０
人
が
来
曲
し
ま
す
。
開
催

期
間
は
４
月
２４
日
か
ら
２９
日
ま
で

で
、
研
究
発
表
、
見
本
市
、
そ
し

て
毎
日
花
火
が
雄
物
川
河
川
敷
で

打
ち
上
が
り
ま
す
。
有
料
観
覧
席

を
設
置
し
ま
す
の
で
是
非
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

こ
の
国
際
会
議
を
成
功
さ
せ
る

た
め
昨
年

の
１１
月
に
第
１６
回
国
際

花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局
を
大

曲
商
工
会
議
所
内
に
設
置
。
市
職

員
と
商
工
会
議
所
職
員
で
構
成
す

る
ス
タ

ッ
フ
が
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

故郷でのお集まり、お泊りに
″荻 のノ っ ご で

｀

イ っ /_― クのん グ ク
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大会テーマは昨年同様に

「行 雲 流 水」で決定!

l

サ
ブ
テ
ー
マ
は

「礎

・
９０

創

９０
回
を
記
念

第

∞
回
全
国

花
火
競
技
大
会

大
会
提
供
花

火
の
テ
ー
マ

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

「な柑瞬一ユ曰」

さ
て
、
第
９０

回

全

国

花

火

競
技
大
会
で
す

が
、
今
回
も
素

晴
し
い
花
火
鑑

紅屋青木煙火店(長野)提供の

「闇夜のページェント ～放たれ

る光のイルージョン～」

ナ
イ
ア
ガ
ラ
に
厚
み
を
加
え
る

賞
環
境
を
作
る
た
め
に
改
善
を
し

て
い
ま
す
。

ま
ず
観
覧
席

で
す
が
、
下
に

１
５
０
ｍ
移
動
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
打
上
げ
位
置
と
観
客
席
を

一
致

さ
せ
る
た
め
で
す
。
ま
た
両
側
に

５
千
席
の
椅
子
席
を
配
置
し
そ
の

外
側
に
自
由
席
を
設
け
ま
す
。

打
上
げ
場
で
す
が
、
２
年
間
、

雨
の
影
響
で
打
上
現
場
は
ど
ろ
ど

ろ
の
苗
代
状
態
で
し
た
。
こ
れ
を

改
善
す
る
た
め
に
国
土
交
通
省
、

大
仙
市
役
所
の
協
力
を
得
て
作
業

を
進
め
、
日
本

一
の
打
上
げ
場
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
花
火

の
内
容
で
す
が
、

大
会
テ
ー
マ
は
昨
年
と
同
じ

「行

雲
流
水
」
、
サ
ブ
テ
ー
マ
は

「礎

・

９０

．
創
」
で
す
。

一夜
の
部
の
ス
タ
ー
ト
の
ナ
イ
ヤ

ガ
ラ
花
火
は
∞
回
を
記
念
し
て
厚

み
を
出
し
ま
す
。
さ
て
、
皆
さ

ん
お
待
ち
か
ね
の
大
会
提
供
花
火

で
す
が
、
テ
ー
マ
は

「歓
喜
」
で

通
り
過
ぎ
て
行
っ
た
雨
も
遠
ざ
か
り
、
爽
や
か
な
風
吹
く
雄
物
川
河
畔
。

７０
万
を
越
す
大
観
衆
は
、
世
界
に
誇
る
光
と
音
の
芸
術
に
酔
い
し
れ
た

す
。
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲
第

９
番
合
唱
の
音
楽
と
花
火

の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
の
曲
は
、

昨
年
、　
一
昨
年

の

「
ボ
レ
ロ
」
と

同
じ
で
使
用
し
た

い
曲
で
し
た
が

中

々
踏
み
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
９０
回
記
念
と

い
う

こ
と
も
あ

り
思

い
き

っ
て
演
出
し
ま
す
。
ポ

ス
タ
ー
の
大
会
提
供

の
歓
喜
は
大

曲
高
校

の
書
道
部
に
揮
墓

い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
回
の
審
査
員
に
大
仙
市
中
仙

出
身
、
新
進
気
鋭

の
若
手
舞
踊
家

米
沢
麻
佑
子
さ
ん
が
加
わ
り
ま
す
。

若

い
女
性

の
視
点
か
ら
の
審
査
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

花
火

の
街
大
山

の

「
四
季

の
花

火
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

る鳥

●解P清箔林パタ経
秋 田県大仙市戸地谷字天 ケ沢83の 1

ス愛0きみとともに
!承

ね
ht神 1ん福肛 igeb jノ

釧認i llfmiF趣 Jp

お酒は二十歳になってか ら。お酒 |よ おい しく適量 を。

妊娠中や授乳期の飲酒はお控 え ください。

TEL釧 87① 1224

FAX lllttω 〃

―-14-―
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株式会社 三和

株式会社三和は

首都圏大曲会を応援します !

代表取締役

斎藤 昭彦

T107-0052

東京都港区赤坂 2丁 目 17番 65-411号

TEL:03-3586-8055

FAX:03-3583-1594

―-15-―
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難難糠:難 :

大
仙
市
で
活
躍
す
る
企
業
訪
間

シ
リ
■
ズ
〇

創
業
者

小
松
　
寅
吉
翁
岱

代表取締役

小 松 忠 信
(五代目)

株式会社 小松煙火工業
本社 :秋田県大仙市内小友字宮林 6
工場 :秋田県大仙市内小友字中田宮東 345

創 業 明治18年 7月 16日 (1885年 )

設 立 昭和60年 10月 法人化 (有 限会社 )

平成12年 1月  株式会社へ組織変更

資本金 1,000万 円

年間生産数量 約6万発

従業員数 製造部門  24名
打上部門 134名

業務内容 煙火の製造及び販売

火工品・特殊効果の販売

会長 小松 忠二
(四代目)

煙
火
製
造
免
許
の
裏
側

″大
曲
の
花
火
気

今
年
は
第
９。
回
と

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
花
火
産

業
構
想
も
動
き
出
し
、
来
年
は
花
火
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
で

御
社
の
創
業
は
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
な

た
が
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
か
。

小
松
　
残

さ
れ

て

い
る
記
録

で

は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
創
業

は
明
治
１８
年
、
西
暦
で
は

一
人
八
五

年
の
夏
、
秋
田
県
仙
北
郡
内
小
友
村

宮
林
新
田
と
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、

現
在
の
こ
の
地
で
す
ね
．

創
業
は
初
代
小
松
賞
吉
、
二
代

目
宮
治
、
三
代
目
房
之
助
、
四
代

目
が
現
会
長
の
忠
二
と
な
り
ま
す
。

操
業
日
は
当
時

の
秋
田
県
知
事
か

ら
許
可
を
頂

い
た
日
に
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
実
際
は
そ
れ
以
前
か

ら
花
火
に
関
わ

っ
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
記
録
が
残

っ

て
い
ま
せ
ん
。

大
曲
地
方
の
花
火
は
昔
か
ら
盛
ん

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

小
松
　
江
戸
中
期
に
、
丸
子
川
の

ほ
と
り
で
花
火
を
打
ち
揚
げ
て
い

る
絵
巻
物
が
大
曲

の
諏
訪
神
社
に

事務所

-16-
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◆国 内

東北地方を中心に展開しているが、全国的には

100か所を越す花火大会、各種イベント、競技会ヘ

の出品及び打ち揚げを担当している。特に大曲全

国花火競技大会には第 1回 から昨年の第89回 大会

まで連続参加を果たしている。

◆海 外

ボン・西ベルリン・デュッセル ドルフ (旧 西 ド

イツ)、 ロサンゼルス五輪閉会式 。自由の女神100

年祭 (ア メリカ)、 バンクーバー万国博覧会 (カ ナ

ダ)、 ブタペス ト100年祭 (ハ ンガリー)、 大田万国

博覧会 (韓国)、 タイ国王生誕記念祭 (タ イ)、 台

南世界花火コンクール (台湾)、 マニラ湾花火 (フ ィ

リピン)、 香港クリスマス花火 (旧香港 )、 2000年

台北花火節・2001年 台北花火節 。2002年 台北花

火節 (台 湾 )、 2002年 台北県海洋音楽祭 (台 湾 )、

2002年 ソウル観光ハンマダン・2003年 ソウル観光

ハンマダン (韓 国)、 2006年 タイ国王在位60年 記念

花火・2015年 タイ国王女還暦記念花火 (タ イ)

■ 全 国競 技 会 に於 い て

内閣総理大臣賞、経済産業大臣賞、通商産業大臣賞、

文部科学大臣賞、中小企業庁長官賞、科学技術庁

長官賞、 東北通産局長賞、関東通産局長賞、中部

通産局長賞、秋田県知事賞、知事賞、静岡県知事

賞、新作花火コレクション金賞、国際デザインフェ

ア銀賞、ほか多数受賞

<その他の賞>
伝統工芸品産業小規模産地功労者賞 (平成11年度)

火薬類保安優良事業所通称産業大臣賞 (平成12年

度)秋田県優良技能者賞・秋田の名工 (平成15年度)

厚生労働大臣卓越技能賞 。現代の名工 (平 成22年

度)経済産業大臣賞はばたく中小企業小規模事業

者300社 (平成28年 度)

◇花火の玉皮をこれまで以上に自然にやさしい新

素材で作ることに成功。水に溶けやす く土に還 り

やすい新素材でゴミの少量化にも役立つ世界初の

試みです。

株
式
会
社
小
松
煙
火
工
業

口
Ⅲ
□

想
像
は
無
限
　
挑
戦
に
限
界
は
な
い

残

っ
て
い
ま
す
。
大
曲
界
隈
は
花

火

の
盛
ん
だ

っ
た
と
こ
ろ
と
思
わ

れ
ま
す
。
当
時
か
ら
花
火
が
地
域

10号玉五重芯変化菊の開発成功が

内閣総理大臣賞受賞につながつた

3月 に開催される新作花火

コレクシ∃ン「ランタン」が

金賞を受賞

の
文
化
に
あ

っ
た
と
記
録
さ
れ
て

い
る
資
料
も
あ
る
よ
う
で
す
。

◇
Φ

ｏ

江
戸
中
期
か
ら

丸
子
川
を
会
場
に

大
曲
の
花
火
の
歴
史
の
中
で
、
現
在

の
よ
う
に
華
や
か
な
大
会
に
な
っ
た
の

は
い
つ
頃
か
ら
で
す
か
。

″大
曲
の
花
火
″
は
明
治
４３
年
か

ら
の
奥
羽
六
県
煙
火
共
進
会
と
し

て
競
技
会
が
始
ま

っ
た
と

い
わ
れ

ま
す
。
花
火
業
界
で
の
知
名
度
は

早
く
か
ら
高

い
も

の
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在

の
よ
う
に
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

協
議
会

の
質

の
高
さ
は
勿
論

の
こ

と
、
昭
和
６０
年
代
か
ら
企
画
さ
れ

た
音
楽
と
花
火

の
融
合
や
、
広
大

な
打
ち
揚
げ
場
を
利
用
し
た
演
出

の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

弊
社
は
、
花
火
と
音
楽
を
融
合

さ
せ
た
演
出
を
、
業
界
の
中
で
も

早

い
段
階
か
ら
取
り
組
み
、
そ
の

結
果
、
各
地
の
花
火
イ
ベ
ン
ト
の

演
出
機
会
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

小
松
煙
火
工
業
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、

諸
外
国
で
花
火
を
打
揚
げ
て
い
ま
す
ね
。

小
松
　

王ヽ
な
打
ち
揚
げ
国
、
イ
ベ

ン
ト
等
は
１７
ぺ
‐
ジ
に
掲
載

の
通

り
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ

―-17-―
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平成26年、第88回大曲の花火で

念願の内閣総理大臣賞を受賞した

昨
年
の
大
曲
の
花
火
　
自
由
玉
の
部

「茜
”
置
で
、
文
部
科
学
大
臣
を
受
賞

小
松
煙
火
工
業
構
内
に
鎮
座
す
る
神
社
。
社
員
の
安
全
を

祈
願
し
全
幅
の
信
頼
を
集
め
る
。
今
年
４
月
、
全
社
員
の

顔
合
わ
せ
に
際
し
、
社
前
で
新
た
に
安
全
を
誓
い
合
っ
た

大玉の仕込み作業

力
、
韓
日
、
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア

の
国
や
地
域
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
。

◇
●

⇔

内
閣
総
理
大
臣
賞
は

初
め
て
の
受
賞
で
し
た

御
社
は
第
８８
回

ク大
曲
の
花
火
″
で

見
事
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

大
曲
を
古
里
と
す
る
者
と
し
て
高
い
誇

り
を
感
じ
ま
し
た
。

小
松
　
内
閣
総
理
大
臣
賞
は
初
め

て
の
受
賞
で
す
。

１０
号
玉
芯
入
り

部
門
で
五
重
芯
変
化
菊
の
成
功
が

評
価
さ
れ
た
結
果
と
思

い
ま
す
。

こ
の
作
品
の
成
功
ま
で
に
は
８
年

間
の
歳
月
を
費
や
し
ま
し
た
。

″大
曲
の
花
火
″
に
出
品
し
て
は

失
敗
を
繰
り
返
し
、
父
や
社
員
か

ら
も
方
向
修
正
を
促
が
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
諦
め
ず
に

挑
戦
し
続
け
た
こ
と
で
こ
の
よ
う

な
大
き
な
成
果
を
得
ら
れ
、
ホ

ッ

と
し
た
も
の
で
し
た
。
（笑
）

こ
れ
ま
で
も
色
々
な
栄
誉
あ
る
賞
を

受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

小
松
　
こ
れ
も
１７
ぺ
‐
ジ
に
掲
載

の
通
り
で
す
。
花
火
そ
の
も

の
以

外

２
褒
章
も
あ
り
、
ど
れ
も
大
変

栄
誉
あ
る
賞
だ
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。

小 松 宮 治
(二代目)

小 松 房之助
(三代目)
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工場上空から見た小松煙火工業。安全第一をモットーに工場は

人家を避けて建つている。周囲は一面に広がる田園地帯である

◆
Φ

⇔

花
火
サ
ミ
ッ
ト
は

世
界
進
出
へ
の
好
機
会

平
成
２９
年
に
は
大
仙
市
で

「第
１６
回

国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（花
火
サ

ミ
ッ
ト
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
国
際
会
議
を
開
催
す
る
に
際
し
て
、

花
火
業
者
と
し
て
の
感
慨
、
思
い
を
お

間
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
松
　
世
界

の
花
火
関
係
考

に
、

日
本

の
花
火

の
高

い
技
術
と
芸
術

性
を
直
に
体
験
し
て
い
た
だ
く
絶

好

の
機
会
で
す
。
ま
た
国
際
会
議

開
催

の
６
日
間
は
、
毎
日
花
火
が

打
ち
揚
げ
ら
れ
ま
す

の
で
、
多
く

の
観
光
客
を
誘
致
す
る
機
会
で
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、　
一
年
中
花
火
が

打
ち
揚
が
る
こ
の
地
域
を

「花
火

の
ま
ち
」
と
し
て
、
大

い
に
発
信

し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
小
松
煙
火
工
業
の
企
業

モ
ッ
ト
ー
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

小
松
　
わ
が
社

の
企
業
方
針
は
、

「創
造
は
無
限
、
挑
戦
に
限
界
は
な

い
」
で
す
。

〈
〉
▲
▼
〈
〉

誰
も
未
成
功
の

「六
重

芯
花
火
」
に
挑
戦
中

方
針
を
具
現
化
す
る
た
め
に
、
社
長

を
初
め
社
員
の
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う

な
努
力
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

小
松
　
日
本
の
花
火
は
、
そ
の
技

術
や
芸
術
性
の
高
さ
に
お
い
て
折

り
紙
つ
き
で
す
。
こ
れ
は
、
全
国

の
花
火
製
造
業
者
が
絶
え
ず
切
磋

琢
磨
し
、
新
た
な
技
法
を
編
み
出

し
続
け
て
い
る
結
果
で
す
。
そ
の

よ
う
な
環
境
の
中
に
あ

っ
て
弊
社

も
業
界
に
先
駆
け
て
新
し
い
技
法

に
挑
戦
し
続
け
て
お
り
ま
す
。
失

敗
を
恐
れ
ず
、
そ
し
て
諦
め
ず
。

こ
の
精
神
が
五
重
芯
花
火
の
成
功

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
未
だ
誰
も
成
功
し
て

い
な
い

「
六
重
芯
花
火
」
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。
い
つ
か
は
必
ず
成

功
す
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

◇

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

大

釜

茂

輝

第
９０
回

ク
大
曲
の
花
火
ク
も
近
く
、

大
変
お
忙
し
い
中
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に

応
じ
て
い
た
だ
き
大
変
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
代
々
築
き
、
そ
れ
を
受
け
継

い
で
、
現
在
の
優
れ
た
技
術
、
芸
術
性

を
育
ん
だ
も
の
は
、
人
の
和
、
人
の
力
、

そ
し
て
小
松
煙
火
工
業
の
代
々
が
そ
う

で
あ

っ
た
よ
う
に
、
探
求
す
る
旺
盛
な

情
熱
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

社
長
を
中
心
に
社
員

一
丸
と
な

っ
た
日

本
的
な
継
続
し
た
力
が
維
持
さ
れ
、
発

展
に
活
か
さ
れ
る
要
因
に
な

っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
日
本
的
な
経
営
の
中
に
こ

そ
、
世
界
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
品
質
と

安
心
感
が
あ
っ
た
の
で
す
。

ま
さ
に
百
年
を
越
す

ク大
曲
の
花
火
ク

の
活
力
を
感
じ
る
社
長
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

で
し
た
。
大
仙
市
花
火
産
業
構
想
の
本

格
的
な
ス
タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
花
火

サ
ミ
ッ
ト
の
誘
致
成
功
。
私
た
ち
の
古

里
大
曲
が
花
火
の
街
と
し
て
、
世
界
に

向
け
て
強
烈
に
発
信
で
き
る
こ
の
機
会

を
、
み
ん
な
で
出
来
る
限
り
盛
り
立
て

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（首
都
圏
大
山
会
会
長
）
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今
年
も
東
京

・
有
楽
町
に
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釉薇贔徊鷹鰈

仙
市
が
や
っ
て
く
る
！

輻穆 平成2議罐罐電鷹罐罐呟額鰺難罐躾繭額麟

簸 鸞鰤 鵞―ラム

豊饉,ア

′
大艤雛・(摯織)大畿奪鶴麓鶴畿鵜畿 1鶴 蒙/大機驚饉工畿・大繭灘菫畿艤購 鶴議/難黛雛千代露議

大
仙
市
の
物
産
や
観
光
を
、
東
京
の

ど
真
ん
中
で
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
の
壮
大
な

試
み
で
始
め
ら
れ
た

「大
仙
市
ふ
る
さ

と
物
産
フ
ェ
ア
」
は
大
成
功
ｌ
　
今
年

も
１１
月
１１
日

（金
）、
１２
日

（土
）
の
二

日
に
わ
た
り
、
東
京

・
有
楽
町
の
駅
前

広
場
で
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
る
と
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

「
大
仙
市
ふ
る
さ
と
物
産

フ
ェ
ア
」

は
、
大
仙
市
出
身
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
こ
れ
ま
で
秋
田
県
を
あ
ま
り
知
ら

な
か

っ
た
と
い
う
人
も
含
め
た
大
勢
の

首
都
圏
の
人
々
に
大
歓
迎
を
受
け
る
に

至
っ
て
い
ま
す
。

物
産
フ
ェ
ア
最
初
の
年
は
、
在
京
の

ふ
る
さ
と
会
の
支
援
も
あ
り
、
郷
土
芸

能
な
ど
も
揃
え
て
そ
れ
は
賑
や
か
な
お

祭
り
で
し
た
。
そ
し
て
回
数
を
重
ね
る

に
つ
れ
て
商
品
の
良
さ
が
歓
迎
さ
れ
、

今
は
本
格
的
な
物
産
販
売
に
集
約
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
も
様
々
な
特
産
品
の
展

示
と
と
も
に
、
「大
曲
納
豆
汁
」
や

「キ

リ
タ
ン
ポ
」
な
ど
、
ご
当
地
グ
ル
メ
も

フ
ェ
ア
を
賑
わ
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

ど
う
ぞ
こ
の
秋
の
家
族
総
出
の
楽
し
み

に
、
ご
友
人
も
お
誘

い
し
て
ぜ
ひ
有
楽

町
駅
前
広
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

膊

頭上を東海道新幹線が通つていく有楽町駅前の催事広場。東京の一等地だ

―-20-―



私
た
ち
の
古
里
が

い
き
い
き
と
輝
く
た
め
に

「生
ま
れ
は
ど
ち
ら
で
す
か
」
「
は
い
、
大
曲
で
す
」
「あ
あ
、
あ
の
花
火

で
有
名
な

。
。
」
「今
は
大
仙
市
と
い
い
ま
す
」
こ
う
し
て
私
た
ち
は
自
分

の
故
郷
を
少
し
で
も
良
い
印
象
で
受
け
入
れ
て
貰
お
う
と

一
生
懸
命
話
す
こ

と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
大
仙
市
を
古
里
と
し
て
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の

想
い
を
形
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
実
施
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
今
度
大
仙
市
で
は
、
ン」
の
想

い
に
加
え
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
返
礼
品
を
、
市
を
Ｐ
Ｒ
す

て
い
る
た
め
の
ツ
ー
ル
に
捉
え
、
物
産
開
発
や
観
光

推
進
に
結
び

つ
く
制
度

の
追
加
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

ふるさと納税 に
ご協力くだL■い !

大
仙
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

活
用
と
す
る
四
つ
の
分
野

大
仙
市
は
次
に
掲
げ
る
四
つ
の

分
野
に
お
い
て
、
納
め
ら
れ
た
資

金
を
市
の
未
来
に
向
け
効
果
的
に

活
用
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

【観
光
分
野
】
大
仙
市
の
魅
力
あ
る

観
光
資
源
を
活
用
し
た
観
光
交
流

事
業
の
発
展
の
た
め
に
。

【高
齢
者
福
祉
分
野
】
高
齢
者
時
代

を
迎
え
、
地
域
が
支
え
る
高
齢
者

福
祉
事
業
の
充
実
の
た
め
に
。

【自
然
環
境
分
野
】
次
代
に
残
す
大

仙
市
の
、
こ
の
豊
か
な
自
然
環
境

の
保
全
事
業
の
た
め
に
。

【子
育
て
教
育
分
野
】
健
や
か
な
成

長
を
願
う
子
育
て
と
、
大
仙
市
が

誇
る
教
育
の
充
実
に
関
わ
る
事
業

の
充
実
を
進
め
る
た
め
に
。

「ふ
る
さ
と
納
税
文
庫
」

の
整
備
充
実
が
す
す
む

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
事
業
で

大
仙
市
が

一
番
初
め
に
取
り
組
ん

だ
の
は
市
内
の
保
育
園
か
ら
小
学

校
、
中
学
校
に
設
置
し
た

「
ふ
る

さ
と
納
税
文
庫
」。
児
童

・
生
徒
の

考
え
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
本

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
制
度
で
す
。

寄
附

へ
の

お
礼
が
変
わ
り
ま
す

―

■
寄
附
の
み
ご
希
望
の
方
々
へ

（大
仙
市

へ
の
支
援
受
け
入
れ
）

ご
希
望
に
応
じ
て
左
記
の
返
礼
品

・
広
報

一
年
間
無
料
送
付

。
大
仙
市
カ
レ
ン
ダ
ー

・
特
産
品
開
発
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

作
品
詰
め
合
わ
せ

■
特
産
品
の
返
礼
で
市
を
Ｐ
Ｒ

（大
仙
市

へ
の
支
援
受
け
入
れ

＋
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
）

ご
寄
附
頂
い
た
額
に
応
じ
返
礼
品

と
し
て
市
の
特
産
品
を
送
付

。
大
仙
市
産
特
別
栽
培
米

・
市
内
酒
蔵
絶
品
の
お
酒

申
込

み
方

法
と

入
金
方

法
も

変
わ
り
ま
す

！

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
た
申

込
み
受
付
が
ご
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

・
ク
レ
ジ
ツ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ

る
寄
付
金
の
入
金
が
可
能
で
す
。

ク
レ
ジ
ツ
ト
カ
ー
ド
外
で
の
寄

附
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
大
仙
市

ヘ

直
接
お
申
込
み
い
た
だ
き
ま
す
。

「ふ
る
さ
と
納
税
」
と
し
て

寄
附
の
手
続
き
法

１
　
寄
附
申
込
み
書
に
よ
る

申
込
み

○
寄
附
申
込
み
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
、
「
＞
Ｘ
、
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
、
も
し
く
は

大
仙
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
課

ヘ

直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
み
の
際
に
、
入
金
方
法
な

ど
寄
附
金
の
払
い
込
み
方
法
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〇
寄
附
申
込
み
書
は
、
大
仙
市
役

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

２
　
納
付
書
の
送
付

○
お
知
ら
せ
頂
い
た
寄
附
の
方
法

に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
課
か

ら
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

３
　
寄
附
金
の
お
振
込
み

○
納
付
書
に
よ
り
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

４
　
寄
附
証
明
書
の
発
行

○
寄
附
し
て
頂
い
た
皆
さ
ま
に
は

後
日
、
大
仙
市
役
所
か
ら
寄
附

証
明
書
を
発
行

・
送
付
し
ま
す
。

【問
合
せ

。
申
込
み
先
】

一Ｔ
Ｏ
一
ヽ
‐∞
〇
〇
二

大
仙
市
大
曲
花
園
町
１
番
１
号

大
仙
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
課

昴電
　
一詰
　
〇
ユ
∞
Ｎ
‐Ｏ
ω
‐ユ
二
一
一

「
０
×
　
　
〇
一
∞
Ｎ
‐Ｏ
ω
‐ユ
二
一
⑬

メ
ー
ル

一

ヨ
ｏ
Ｏ
プ
スＯ
ｏ
澪
く
Ｑ
①
一∽
①
⊃
①
天
耳
∞
」
０

保育園の先生の読み聞かせに園児たちは夢中です(刈和野保育園)
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「ふるさと納税文庫」に喜ぶ中学生(南外中にて)
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若きエンターテイナー たち

大曲出身の

ガ
ン
バ
レ
‥

み
ん
な
で
応
援
し
て
い
ま
す
。

青
、
大
山
界
隈
の
町
や
村
で
は
、
地
元
神
社
の
お
祭
り
で
は
必
ず
舞
台
が
か
か
り
、
近
所
の
若

い
衆
が
に
わ
か
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
に
扮
し
て
歌
や
踊
り
を
披
露
し
、
村
芝
居
で
は
境
内
を
埋
め

た
大
観
衆
を
前
に
大
見
得
を
切

っ
て
は
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
の
そ
う
い
う
風
土
の
中
か
ら
今

は
、
東
京
を
中
心
に
全
国
規
模
で
活
躍
す
る
人
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
首
都
圏
大
山
会
は
、
大
き

く
飛
翔
し
よ
う
と
頑
張
る
若
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
た
ち
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

デ
ビ

ュ
１
５
年
目
を
迎
え
る
歌
姫

丼
栢
　

香^

　
Ｙ

ｕ

Ｋ

Ａ

一一， 一一一雉

・
・・一一一

一．一・́．

一

一　
一な一一一一鸞絆　一■

．
・
ｔ
●
一４
警
一

〓・　・・　一一一一舞一継畿一機

|ず艤
1鳳 |

鰊 饂:

警:鰊 :
‐■■11饉霧機:難

=:

神すぎる歌姫 結香がうたう
2 nd.NIini‐ Album

「gently」

やさしさに包み込むシルキーボイスが

醸し出す癒しと希望の歌

【≧
ぎ
ヨ
概
要
】

２
０
１
６
年
４
月
で
デ
ビ

ュ
ー

５
年

目
を
迎
え

る
歌
姫
結
香
。

２
０
１
１
年
４
月
、
ゲ
ー
ム
主

題
歌
で
の
デ
ビ

ュ
ー
を
皮
切
り

に
、
こ
れ
ま
で
シ
ン
グ
ル
５
枚
、

ア
ル
バ
ム
ー
枚
を
リ
リ
ー
ス
し
、

２
０
１
４
年
か
ら
本
格
的
に
ラ
イ

ブ
活
動
も
開
始
。
そ
の
安
定
し
た

歌
唱
力
と
シ
ル
キ
ー
ボ
イ
ス
と
も

い
え
る
心
に
泌
み
る
歌
声
が
醸
し

出
す
歌
の
世
界
に
癒
さ
れ
勇
気
づ

け
ら
れ
る
フ
ァ
ン
も
急
増
中
．

そ
の
実
力
は
確
実
に
認
め
ら
れ

て
き
て
お
り
、
デ
ビ

ュ
１
５
年
に

当
た
り
通
算
７
枚
目
と
な
る
ミ
ニ

ア
ル
バ
ム
は
、
「人
の
心
を
癒
す
」

歌
声
、
そ
し
て
明
日
へ
の

「希
望

と
勇
気
を
与
え
る
」
シ
ン
ガ
ー
を

テ
ー
マ
に
し
て
い
る
結
香
な
ら
で

は
の

「
や
さ
し
さ
」
と

「
い
や
し
」

の
歌
世
界
を
お
届
け
す
る
。

【楽
曲
紹
介
】

Ｆ
①”
身
」

に
は
全

７
曲
を
収

録
．
「僕
ら
の
足
音
」
は
、
軽
快

な
ア
ツ
プ
テ
ン
ポ
の
音
に
乗
せ
て

「僕
ら
し
く
、
若
ら
し
く
生
き
て
い

こ
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
歌

う
ポ
ッ
プ
ナ
ン
バ
ー
。
「笑
顔
」
で

は
、
し

っ
と
り
と
し
た
少
し
大
人

な
ラ
ブ
バ
ラ
ー
ド
で
、
「
心
の
幸

せ
」
を
大
切
に
、
手
を
取
り
合

っ

て
同
じ
未
来
を
描
い
て
い
こ
う
と

歌
う
。
Ｆ
作
＞
一訂
」
は
ギ
タ
ー

サ
ウ
ン
ド
が
が

つ
つ
リ

フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
メ



両
親
と
民
謡

一
家
を
な
す
畠
山

光
洋
さ
ん

（写
真
右
）
は
、
母
親

の
民
謡
歌
手
千
葉
ト
シ
子
さ
ん
の

出
身
地
が
大
仙
市
四
ツ
屋
。
光
洋

さ
ん
は
民
謡

一
家
の

一
員
と
し
て

今
は
津
軽
三
味
線
の
佐
々
木
光
儀

頑張る結香さん

口
で
、
ず

っ
と
気
を
張

っ
て
生
き

る
の
は
大
変
だ
け
ど
、
「深
呼
吸
し

て
空
を
見
あ
げ
て
、　
一
歩
ず

つ
歩

い
て
い
こ
う
」
と

い
う
勇
気
を
貰

え
る
１
曲
。
２
０
１
５
年
発
売

の

シ
ン
グ
ル

「ね
ぇ
」
は
ピ

ア
ノ
だ

け
の
弾
き
語
り
で
好
評
だ
が
、
本

ア
ル
バ
ム
で
は
ギ
タ
ー
や
ス
ト
リ

ン
グ
ス
の
サ
ウ
ン
ド
で
、
卿
９
ヨ
オ

さ
れ
、
美
し
い
旋
律
が
際
立

っ
て

秀
作
と
な

っ
た
。
同
曲
は
大
仙
市

の
観
光
Ｐ
Ｒ
映
像

の
テ
ー

マ
曲
と

な

っ
て
い
る
。
『愛
の
ま
な
ざ
し
』

は
元
々
車

い
す
で
、
人
差
し
指

一

家
元
に
師
事

し
、
研
鑽
を

積

ん

で

い

ア０
。こ

の
秋
も

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
は
混

み
、

９
月
１９
日
は

京
成
線
青
砥

駅
前

の

「
ユ

ア
エ
ル
ム
青

砥
店
」
１
階

で

「畠
山
光

弘
津
軽
三
味

線
ラ
イ
ブ
」
を
開
催
。
昨
年
も
開

催
し
て
好
評
を
博
し
た
も
の
。
他

に
９
月
は
那
須
高
原
で
家
族
ラ
イ

ブ
、
佐
倉
市

（
２４
日
）
、
八
千
代

市

（２５
日
）
と
津
軽
三
味
線
修
行

の
旅
は
続
き
ま
す
。

本
で
弾
く
ピ

ア
ニ
ス
ト
岩
崎
花
奈

絵

の
ビ

ア
ノ
曲
と
し
て
作
曲
さ
れ

た
も

の
を
歌
唱
由
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
も

の
。
こ
の
星
に
生
ま
れ
た
す

べ
て
の
命
が
輝
き
、
明
日
に
向
か

っ

て
つ
な
が

っ
て
い
く
。
か
け
が
え

の
な

い
命

の
尊
さ
を
テ
ー

マ
に
し

て
い
る
。
ま
た
話
題
の
ラ
ッ
パ
ー

羅
漢
を

フ
ュ
ー
チ
ャ
リ
ン
グ
し
た

「
ソ
ラ
」
は
、
故
郷
を
離
れ
都
会
で
、

全
力
で
夢
を
追

い
か
け
る
日
々
を

優
し
く
そ
し
て
強
く
謳

い
上
げ
た

新
し
い
応
援
歌
で
あ
る
．

三
遊
亭
小
遊
三
門
下
に
入
り
八

年
、
二
つ
目
に
昇
進
し
た
三
遊
亭

遊
里
さ
ん
は
、
出
身
地
の
秋
田
は

も
と
よ
り
各
地
方
で
の
高
座
を
含

め
忙

し

い
毎

日
を
送

っ
て

い
ま

す
。

会
場
に
開
催
す
る
第
１０
回

「芸
術

協
会
落
語
ま
つ
り
」
の
実
行
メ
ン

バ
ー
の

一
人
と
し
て
準
備
に
大
わ

ら
わ
．

滸
里
さ
ん
が
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
の
は
、
柳
亭
明
楽
さ
ん
と
二

人
で
神
田
連
雀
亭
を
会
場
に
開
催

す
る
勉
強
会

の
め

い
ゆ
う
。
明
楽

の

「
め

い
」
と
滸
里

の

「
ゆ
う
」

を
重
ね
た
勉
強
会

の
名
前
。
隔
月

に
開
催
し
評
判
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

お
問
合
せ
は
０
８
０

‐
１
６
９

９

‐
１
２
９
４
ま
で
。

生
ま
れ
故
郷
の
大
仙
市
、
あ
る

い
は
秋
田
市
で
定
期
的
に
高
座
を

持
ち
た

い
と
話
す
遊
里
さ
ん
。

遊
里
さ
ん
は
こ
の
７
月
３‐
日
、

新
宿
の
熊
野
神
社
で
、
丸
尾
司
さ

ん
と

の
結
婚
式
を
挙
行

し
ま

し

た
。
小
遊
三
師
匠
を
初
め
大
勢

の

先
輩
や
仲
間
た
ち
に
囲
ま
れ
た
晴

れ
や
か
な
門
出
に
二
人
は
幸
せ
な

表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

津軽三味線の畠山光洋さん

9月 19H 京成線青砥でライブ開催

神田連雀亭でめいゆう落語会

三遊亭遊里と柳亭明楽

隔月で勉強会を開催

七
月
は

池
袋
演
芸

場

に

出

演
．

八
月

は
三
遊
亭

小
遊
三
師

匠
が
率

い

る

「
に

ゅ

お

い
ら
ん

ず
」
と
と

も

に
浅
草

演

芸

場
、

９
月

２５
日

は
新
宿

の

花
伝
舎
を

『お、るさと大山』第 21号
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秋到来に合わせ大忙し

高座で熱演の遊里さん

ひ
で
二
．畷
議
艤
議一一磯
欝
つ
た

お
酒
を
注
ぐ
時
に
聞
こｒ，
一な
薇
一挙

こ
ぼ
∴
態
轟

と
い
う
音
も
、
よ
り

一
癬
お
酒
を
お
い
し
遷
奪

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
軽
快
な
墨
当
た
り

と
爽
快
感
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

未
成
年
者
の
方
に
は
お
酒
を
お
販
売
し
ま
せ
ん
。

条
黎
）

憮
舅
購

旬の秋田が高輪に。
Dining&Shopping

α 蔦恙aT嘱
餌

京急本線品川駅 」R品川駅 高輪口 徒歩3分

東京都港区高輪4丁目10-8
ウィング高輪WEST I11階

TEL 03-5447-1010 http://www akita― bisaikan ip/
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春
か
ら
初
夏
ヘ

蔀
懸
る
裏
磐
梯
を
行
く

旅
人

斎

藤

貞

助

（首
都
圏
大
曲
会
幹
事
　
事
務
局
長
）

□□□□

[、 この地方の象徴である。訪れた日も残雪の山肌を

壬こつ 雄姿を映していた

観
光
客
で
混
教
合
う
５
月

の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
前
に
し

た
４
月
２２
日
、
裏
磐
梯
の
桧
原
湖

方
面

へ
の
旅
を
楽
し
ん
だ
。
お
Ｈ

当
て
は
桧
原
湖
畔
の
渓
流
に
咲
く

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
と
、
桜
峠
公
園
を

埋
め
尽
く
す
桜
の
景
勝
で
あ
る
。

福
島
県
北
部
に
位
置
す
る
桧
原

湖
は
、
明
治
２３
年
の
磐
梯
山
爆
発

で
長
瀬
川
支
流
の
桧
原
川
が
せ
き

止
め
ら
れ
て
出
来
た
湖
で
あ
る
。

小
野
川
湖
、
秋
元
湖
と
と
も
に
桧

原
三
湖
と
呼
ば
れ
る
。

可
憐
に
咲
き
出
し
た

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

楚
々
と
桜
が
咲
き
揃
う
桜
峠
公
園
。
二
〇
〇

一
年
、
敬
宮
愛
子
内
親
王
の
誕
生
を

祝
い
、
桜
峠
牧
場
の
跡
地
に
植
え
ら
れ
た
２
０
０
１
本
の
桜
の
苗
木
。
順
調
に

成
長
し
今
で
は
福
島
県
内
屈
指
の
桜
の
名
所
で
あ
る

谷間を桜で埋め尽くす桜峠
/ANtt。

若木の多いのが特徴という

―-24-―



ミ
ズ
バ
シ
∃
ウ
の
群
生
。

谷
を
下
る
水
音
の
傍
に
、

霧
雨
に
濡
れ
て
い
た

互
い
に
噛
み
あ
い
な
が
ら
滝
の
流
れ
と
な
っ
て

競

っ
て
咲
き
揃
う
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
大
群
が

た
が
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
に
は
適
度

の

お
湿
り
の
よ
う
で
、
丁
度
こ
の
日

か
ら
咲
き
出
す
と
言
う
幸
運
に
恵

ま
れ
た
。
雪
解
け
水
は
勢

い
よ
く

歓
喜

の
声
を
あ
げ
、
細
野
地
区
の

林

の
中
ま
で
も
潤
し
て
、
巡
り
来

る
季
節
を
精

一
杯
讃
え
て
い
る
か

の
よ
う
。

桜
峠
公
園
は
敬
宮
愛
子
内
親
王

の
誕
生
を
お
祝

い
し
て
、
平
成
１３

年

（２
０
０
１
年
）
桜
峠
牧
場
跡

地
に
２
０
０
１
本
を
植
樹
し
て
造

成
し
た
。
地
元
は
も
と
よ
り
全
国

か
ら
桜
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
、
手

入
れ
な
ど
も
各
オ
ー
ナ
ー
が
自
ら

行

っ
て
い
る
。
オ
オ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ

が
多
く
、
峠

一
面
が
桜
色
に
染
ま

る
光
景
は
、
ま
さ
に
桃
源
郷
な
ら

ぬ

「
桜
源
郷
」

の
出
現
で
あ
る
。

会津で磐梯山は「裏磐梯」とし

鈍く光らせながらゆつたりと、

岩を飛び越え白く流れ下る谷川の岸辺で

ミズバショウが一株清楚に咲いていた

雪
解
け
水
は
林
の
中
に
も
広
が

っ
て
、
ミ
ズ
バ
シ
∃
ウ
は
こ
こ
に
も

群
生
し
て
い
た
。
ほ
の
か
な
白
さ
も
大
群
と
も
な
れ
ば
辺
り
が
明
る

く
感
じ
ら
れ
た
。
初
夏
の
香
り
を
運
ぶ
よ
う
に
風
が
吹
い
て
い
た

『ふるさと大山』第21号
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栗林市長から激励を受ける佐々木1吾選手

■ リオ五輪に大仙市か らマラソ

ンの佐々木悟選手 ら 3選手

今年8月 、ブラジルのリオデジャ

ネイロで開催される夏のオリンピッ

クに日本代表として出場する大仙市

出身者は3名です。

佐々木選手は大仙市南外地域出

身、男子マラソンの日本の第一人者

として国内の大会で活躍し、リオ五

輪でも日本の期待を一身に背負って

の活躍が期待されます。4月 25日 に

は大仙市の大曲庁舎を訪間、栗林市

長から熱い激励をいただきました。

佐々木選手は、「怪我をしないよう

健康管理に十分留意して大会では全

力をつくすJと 五輪への抱負を語っ

ています。

カヌー・スラロームの代表に

協和地域の佐々木兄弟が

大曲の話題

花火のシーズンが近づいて来たふるさとの大曲。

年間で一番活気みなぎる季節。賑やかで陽気な話

題のあれこれをどうぞ  。(「だいせん日和」より)

佐
々
木
翔]

汰

異
選
手

です。リオ五輪で活躍が期待される

大仙市出身の選手たちに熱烈な応援

のエールを贈りましょう。

■まちづ くりの思いを込めた

「自治基本条例」前文のお話
「だいせん日和J2月 のお知らせ版

に、まちづくりの思いが込められた

「条文の前文のお話Jが掲載されてい

ます。まちづくりに取組む大仙市の

思いが強 く伝わって くる文章でし

た。ほのぼのと優 しく、このまちで

生きて行 く勇気が湧いてくる文だと

思いました。あれから半年が経ち少

し遅れた感はありますが、首都圏大

曲会のみなさんにもご紹介すること

にしました。 (大釜)

条例の構成

条例の素案は、民間委員で構成さ

れる「大仙 lf自 治基本条例策定委員

会Jを 中心に、市民で手づ くりした

ものです。条例は、この条例を制定

する理由や主旨などを掲げた前文

と、28の約束ごとを記載した条丈で

構成されています。

このうち前文には、条例の作成に

携わった市民の方々のまちづ くりに

対する思いや、この条例を通じて今

後どのようなまちづくりを進めてい

くのかが記載されています。

前文

みんなでつくる

私たちのまちだいせん
一方カヌー・スラロームの男子力

ナディアンペアの日本代表に、協和

地域の佐々木将汰・翼さん兄弟がリ

オ五輸出場の座を確保しました。二

人は仙北市の建設会社に所属し、兄

弟ペアとしてこれまで世界選手権に

4度出場するなど国際大会で活躍を

してきました。カヌー競技で秋田県

勢の五輪代表入 りは初めてとのこと

私たちのまちだいせんは、東の奥

羽山脈と西の出羽丘陵に囲まれた仙

北平野のほぼ中央にあり、四季折々

に輝かしい表情を見せる豊かな自然

環境に恵まれた美 しいまちです。古

くから、多 くの先人たちがたゆまぬ

努力を積み重ね、独自の文化と産業

を育むとともに、秋田新幹線や秋田

自動車道などが整備された

人々の交流の結節点 とし

て、経済、医療、福祉、教

育などの都市機能と自然が

調和 したまちを築いてきま

した。

私たちのまちの自然や歴史、文化、

産業などの多 くの地域資源は、かけ

がえのない財産であり、私たちには

これらの財産を守 り、育て、次の世

代へ とつなげてい く責任があ りま

す。このまちが将来にわたって輝き

続けていくために、あらゆる世代の

一人ひとりが互いを尊重し、責任を

分かち合いながら、この地域特有の

「雪」への対応など様々な課題に一緒

に立ち向かっていかなければなりま

せん。

このまちの主役は、私たちです。

私たちは、このまちに誇 りと愛着を

持ち、支えあって暮 らせるまちに向

かって、力を合わせ、たくましく歩

んでいきます。

ここに、大仙市民憲章の精神のも

と、まちづくりの基本となる考え方

や仕組みを共有し、協働によるまち

づ くりを進めていくために、この条

例を制定します。

■東1京ミ|,|ド|タウ|ン1藁のイ|べ|ント|

イルミネーションで楽しむ新感覚

の花火大会に“大曲の花火"が登場

六本木の東京 ミッドタウンで行わ

れるサマーフェステイバルが今年も

芝生広場を舞台に行われます。今年

のイベントの目玉は、日本三大花火

大会の花火の模様を、イルミネーショ

ンを使って開催されることです。

日本三大花火大会とは「全国花火

競技大会(大 山の花火 )」 を筆頭に、

「長岡まつ り大花火大会」と「土浦全

国花火競技大会」が相当します。大曲

の花火が トップであることは巷問疑

う人はいませんが、イルミネーショ

ンによる花火ステージも珍しく、東

京でも話題になりそうです.“大山の

花火"は 8月 1日 ～ 14日 に映し出さ

れますが、夕方 6時半から11時まで、

1時間に6分程度、3回行われます。
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□首都圏大曲会

秋
日
和

夏
集
う
友
と
故
郷
懐
か
し
む

人
声
を
さ
え
ぎ
る
蝉
の
い
さ
ぎ
よ
し

三
日
月
は
ス
リ
ム
な
顔
で
引
き
寄
せ
る

待
ち
わ
び
て
ス
タ
ー

マ
イ
ン
の
始
ま
り
ぬ

源
平
の
絵
巻
観
て
ゐ
る
秋
日
和

秋
日
和
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
を
聴
く
と
す
る

名
月
や
ネ
オ
ン
寂
し
き
銀
座
か
な

＊
朱
■
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首
都
圏
大
曲
会
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会
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大
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律
子
さ
ん
の
俳
号

黒皮羽生 (く ろかわ ばしょう)は首都圏大曲会の幹事で

ある佐藤重光さん。佐藤さんの周 りにもこのような思い出

がいろいろあったに違いありません。太平山の彼方、西山
の向うに沈む太陽の光が見えるような気がします。
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「
東
京
で
大
山
の
花
火
を

観
る
会
」
は
今
年
で
７
年
目

の
開
催
と
な
っ
た
。
な
か
な
か

夏
に
帰
っ
て
花
火
を
観
る
こ
と

が
出
来
な
い
人
や
、
大
曲
は

遠
い
か
ら
行
く
の
が
大
変
な

ど
と
思
っ
て
い
る
人
に
は
好
都

合
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
る
が
、

満
員
に
は
な
ら
ず
主
催
者
側

は
人
寄
せ
に
苦
労
し
た
。
▼
と
こ
ろ
が
今

年
は
違
っ
た
。
毎
年
４０
名
前
後
だ
っ
た
も

の
が
今
年
度
は
６０
名
を
越
し
て
満
員
の

盛
況
。
も
っ
と
も
花
火
の
後
の
カ
ラ
オ
ケ

が
楽
し
い
と
い
つ
声
も
あ
る
が
、
大
山
の

花
火
が
東
京
の
人
々
に
じ
わ
じ
わ
浸
透

し
て
来
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
▼

地
元
か
ら
は

「花
火
産
業
構
想
」
の
具

体
的
な
進
行
状
況
や

「
花
火
サ
ヽヽ
レ
ト
」

の
話
、
雨
の
な
か
で
も
盛
況
だ
っ
た
大
曲

の
花
火

「
春
の
章
」
な
ど
、
元
気
な
話

題
が
切
れ
目
な
く
飛
び
込
ん
で
く
る
。

お
馴
染
み
の
賢
木
新
悦
さ
ん
に

「
″
大
曲

の
花
火
″
物
語
」
を
執
筆
頂
い
た
。
▼

大
仙
市
で
活
躍
す
る
企
業
訪
間
は
小
松

煙
火
工
業
株
式
会
社
。
５
代
に
わ
た
る

花
火
製
造
の
歴
史
は
、
常
に
挑
戦
の
精

神
を
遵
守
し
て
革
新
を
目
指
し
、
世
界

に
通
じ
る
技
術
、
製
品
の
質
を
そ
の
ま

ま
物
語
る
も
の
だ
っ
た
。
▼
駅
前
の
旧
田

村
薬
局
の
内
蔵
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
と
い

う

「毎
日
大
曲
」
が
面
白
い
。
大
仙
市

来
訪
者
の
拠
点
に
す
る
と
関
係
者
た
ち

は
意
気
込
む
。
三
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、

市
外
か
ら
ま
た
県
外
か
ら
の
お
客
様
が

結
構
多
い
と
言
う
。
ま
さ
に

」ヽ
こ
を
拠

点
に
し
て
大
曲
で
買
い
物
を
し
、
大
仙

市
観
光
の
拠
点
と
し
て
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
。
辻
卓
也
さ
ん
に
、
エ
ッ
セ
ー

「最

近
の
大
曲
は
面
白
い
」
を
寄
稿
頂
い
た
。

大
仙
市
を
ロ
ケ
地
に
し
た
映
画
を
つ
く

ろ
う
と
い
２
死
気
な
話
も
出
て
い
る
ら
し

い
。
地
元
売
り
出
し
へ
の
大
胆
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

（大
釜
）

編 集 後 記
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ここ乳頭温泉郷は、七湯の、素晴らしい良質の宿が

点在しています。中でも妙乃湯は、関西から見た東

の「金泉 。銀泉」の二源泉を併せ持った誇れる宿で

す。また、こじんまりした秘湯の素朴さ、古きに新

しさのバランスを備えた趣のある宿として大変喜ば

れています。
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